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８月定例記者会見会議録概要 

2020（令和２）年８月３日（月）午後２時～ 

市役所本庁５階 第 501 会議室 

 

１. 市長からの発表 

新型コロナウイルス感染症の状況ですが、東京都、愛知県、大阪府など都市部を中心

に感染が急速に拡大し、県内でも都市部との往来により、相次いで感染者が確認されて

います。 

伊賀市においても、昨日、県内 124 例目、伊賀市４例目となる新型コロナウイルス

感染者の発生が公表されました。 

夏休みに入り、お盆や帰省など、人の往来が増える時期となりましたが、今がまさに、

ウイルスを持ち込まない、ウイルスを拡散させないための正念場です。 

この地域における新規感染者の発生に歯止めをかけ、感染拡大を防止するために、 

・感染が拡大している都市部への移動については、その必要性や移動先については、今、   

本当に必要か慎重に検討してください。 

・特に、若い世代の皆さんは、軽症や無症状のまま、知らないうちに感染を広げてしまわな

いよう、感染防止対策を徹底いただくとともに、感染拡大している地域の繁華街への移動

は避けてください。 

・夏を迎え、友人等と過ごす機会も多くなりますが、近接距離での長時間の会話には気をつ

け、特に会食では十分に注意してください。 

・市内の事業所の皆さんは、都市部の事業所との取引も多いことから、改めて、従業員の体

調に気をつけていただき、休日の間に発熱等があった場合も含め、症状がある場合は休暇

とするなど、ご配慮をお願いします。 

・感染は、自身や大切な家族にも起こりうることで、決して他人事ではありません。個人や

企業への偏見や差別、いじめにつながる行為、人権侵害、誹謗中傷等は絶対に行わないよ

うにお願いします。 

   また、厚生労働省では、新型コロナウイルスの感染者を濃厚接触した可能性について、

通知を受け取ることができる、スマートフォンのアプリ「COCOA(ココア)」の提供を

始めています。 

   スマートフォンのブルートゥースを利用して、お互いのプライバシーを確保したうえ

で、陽性者と接触した可能性について通知を受けることができるため、検査の受診など

保健所のサポートを早く受けることができます。利用者が増えることで、感染拡大の防

止につながることが期待されます。是非、ご利用いただきたいと思います。 

以上、市民一人ひとりが、気を緩めることなく、より一層感染防止対策を徹底し、ご

自身のため、大事な人のために十分注意していただきたいと思います。 
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（１）「2020 忍者の里伊賀上野シティマラソンオンライン 変わり身の術編」を開催します 

   これまで 30 回開催されてきた「忍者の里伊賀上野シティマラソン」が、今年は、新型

コロナウイルス感染症の影響で中止となりました。 

 多くのイベントが中止となり、地域経済も落ち込んでいる状況下ですが、例年、全国各

地から伊賀市に集まる 2,700 名を超えるランナーの思いに応えるためにも、今年は「新し

い生活様式」に適したオンライン方式によるマラソン大会を開催します。 

三重県では初となるスマートフォンアプリを使用したオンライン方式によるマラソン大

会を 11 月 16 日（月）から 29 日（日）までの 2 週間を実施期間として行います。 

オンラインマラソンは、走る場所に制約がなく自由にコースを選べ、実施期間の中で好

きな時間にランニングに取り組むことができます。そのため、会場への移動や集団で走る

ことがなく、コロナ禍にあってもバーチャルでマラソン大会に参加して楽しむことができ

ます。 

 全国各地からエントリーしていただくことで、伊賀市の歴史や文化を知っていただき、

景品となる地元特産品から伊賀市の魅力を実感していただくことで、今後の来訪者や特産

品購入のリピーターにつながることを期待しています。 

 

（２）市内公共交通への応援メッセージを募集します 

これは「伊賀市新型コロナウイルス感染症対策支援パッケージ」のうち、公共交通の

利用促進に関する事業として実施するものです。 

新型コロナウイルス感染拡大による長期の外出自粛要請や休業要請により、市内公共

交通の利用が減り、交通事業者の収入の減少が大きな問題となっています。 

しかしながら、学生やご高齢の人、また運転免許証をお持ちでも車に頼らない外出が

求められる時など、「誰でも乗れる」公共交通は皆さんの日常生活に欠かすことができな

い大切なものです。 

そこで、大切な公共交通をいつも変わらず運行し続け、地域の生活を支えていただい

ている市内の公共交通事業者への応援メッセージを募集します。 

広報いが８月号の折り込みに募集チラシを市民の皆さんに配付していますが、公共交

通機関を安全にご利用いただくために、公共交通を利用する際はマスクを着用するなど、

新型コロナウイルスにうつらない、うつさないための新しい生活様式として、３つの約

束について掲載しています。 

また、下段には応援メッセージ募集の詳細として、メッセージをいただいた人の中か

ら、抽選で合計１万５千名の人に、市内公共交通機関で使える利用券をプレゼントしま

す。 

なお、応募いただきましたメッセージは、市内公共交通事業者へお渡しした後、電車

やバスの車内に掲示いただく予定です。 

皆さんのご応募をお待ちしております。 

 

（３）ハイトピア伊賀２階に「マイナンバーセンター」がオープンしました 

  マイナンバーカードの普及促進のため、新たな窓口として、「マイナンバーセンター」

をハイトピア伊賀２階にオープンしました。 

マイナンバーカードを窓口で申請するときに、郵便でカードをお届けする方法も選ん
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でいただけるようになりました。 

ご自分での申請を不安に思われていた人も、職員がお手伝いしますので是非ご利用く

ださい。 

これからは、事業所や、自治会、商業施設などへ出向いて申請受付も実施していきま

す。 

また、マイナンバーカードをお持ちの人は、９月からキャッシュレスのお買い物で最

大５千円分のポイントが付くお得な「マイナポイント」が利用できます。マイナポイン

トの予約や、申し込みも始まっていますので、この機会にマイナンバーカードをぜひ取

得してください。 

 

（４）伊賀市高齢運転者後付け安全運転支援装置設置費補助金制度を創設しました 

  高齢ドライバーのペダル踏み間違いによる交通事故防止や事故時の被害を軽減するた

め、伊賀市では「後付け安全運転支援装置」の設置にかかる費用の補助制度を創設しま

した。 

補助の対象になる装置は、国の認定を受けた既販車(きはんしゃ)に後付けするタイプ

の「ペダル踏み間違い 急発進等 抑制装置」です。装置の価格は２万円代から 20 万円

代の物もあります。 

補助金額は、装置の購入設置費の２分の１の額で、「障害物検知機能付き ペダル踏み

間違い 急発進等 抑制装置」などは２万円が上限となります。「障害物検知機能がない ペ

ダル踏み間違い急発進等 抑制装置」は、１万円が上限になります。 

補助制度の実施期間は、８月１日から令和３年３月 31 日までの期間中に設置が完了

したものに限ります。装置を設置したら速やかに申請をお願いします。 

なお、安全支援装置はあくまでも運転を支援する補助装置であり、どのような状況で

も作動するものではありません。運転する際は、装置があるからと過信せず、交通ルー

ルを遵守し、常に交通安全を意識して運転してください。 

 

 

主な質疑応答の概要 

【「『2020 忍者の里伊賀上野シティマラソンオンライン 変わり身の術編』を開催   

します」について】 

記 者：ＧＰＳ付きスポーツウォッチとは、どちらのメーカーですか。 

スポーツ振興課：ガーミン（アメリカ製）です。約２万円代から５万円代くらいの価格帯

になると思います。今回の時計は、４万円台くらいになります。 

記 者：時計を買えると思ったら安いですね。時計バンドの組紐はどちらの店ですか。 

スポーツ振興課：松島組紐店です。 

市 長：レクサスにも使われています。（レクサス匠プロジェクト） 

記 者：完走したら見ることができるフィニッシャームービーは、コースを実際にアイコ

ンが走っているような動画と通過点の立ち寄り先の写真ですか。 

スポーツ振興課：はい。また、ゴールシーンは架空のものです。 

 

【「市内公共交通への応援メッセージを募集します」について】 
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記 者：公共交通のアンケートの回答は何に利用されますか。 

交通政策課：交通系ＩＣカードの利用についてアンケートを回答いただき、今後の交通施

策の交通系ＩＣカード導入に対する検討データにしたいと考えております。来年

４月にはＪＲ関西本線が導入されます。伊賀鉄道や各支所の行政バスは、対応し

ていないため、今後の方向性を見極めていくデータにしたいと考えております。  

記 者：バスでも交通系ＩＣカードは使用できますか。 

交通政策課：「三重交通バス」、「廃止代替バス」、「にんまる」は利用できます。 

 

 

２．８月の主な行事予定 

（１）人権啓発パネル展の開催 

  日 時 各会場により異なります 

  場 所 本庁・市民館等 

  内 容 「平和を求めて」、「2019 年度 中学生広島派遣報告」、「原爆展」、「原爆と人間」 

  担 当 人権生活環境部 人権政策課（電話 0595-26-9683） 

 

（２）企画展示「斎藤
さいとう

拙堂
せつどう

と伊賀の人々」の開催 

  日 時 ８月 1 日（土）～９月 29 日（火）  

  場 所 伊賀市上野図書館 ２階 企画展示コーナー 

内 容 斎藤拙堂や友人、門下生の著書を中心とした展示 

  担 当 伊賀市上野図書館（電話 0595-21-6868） 

 

（３）伊賀市本庁舎市民ミニギャラリー（８月展示） 

  日 時 ８月３日（月）～８月 28 日（金） 

午前８時 30 分～午後５時 15 分（市役所の開庁時間に準ずる。） 

場 所 伊賀市本庁舎４階 市民ミニギャラリー 

内 容 宮田 みち子さん  工芸作品３点 

担 当 企画振興部 文化交流課（電話 0595-22-9621） 

 

（４）子育て相談広場「にんにんパーク」事業の開催 

日 時 ８月 ９日（日）・９月 13 日（日）午前 10 時～午前 11 時 30 分 

場 所 上野南公園「にんにんパーク」内（伊賀市ゆめが丘七丁目 13 番地）  

内 容  ８月 ９日（日）ペットボトルでジョウロを作って遊ぼうの術 

９月 13 日（日）にんにん体育祭の巻   

担 当 健康福祉部 こども未来課（電話 0595-22-9665） 


